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開催日時

場　　所

平成２７年３月１８日（水）

第10回 大府センター認知症フォーラム

認知症ケアの今後認知症ケアの今後

ウインクあいち（愛知県産業労働センター）
大ホール（２F）

１３：００～１６：３０ （開場１２：３０）

「認知症ケア専門士」単位認定講座（２単位）

第10回 大府センター認知症フォーラム

愛知県、名古屋市、大府市、国立長寿医療研究センター、長寿科学振興財団、あいち介護予防支援センター、
日本認知症ケア学会、認知症介護指導者大府ネットワーク、日本パーソン・センタード・ケア・ＤＣＭネットワーク、

中日新聞社、毎日新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、テレビ愛知、東海テレビ放送

社会福祉法人 仁至会　認知症介護研究・研修大府センター

後  援



第10 回 大府センター 認知症フォーラム

祖父江   逸郎

谷向　知 氏

阿部　祐士 氏

生座本　磯美 氏

柳　務

（社会福祉法人 仁至会 理事長）

（愛媛大学大学院医学系研究科　地域・高齢者看護学　教授）

（オレンジクリニック　院長）

（有限会社 ナチュラル・ライフ　代表取締役　静岡県認知症介護指導者）

（認知症介護研究・研修大府センター センター長）

座長：祖父江 逸郎 （社会福祉法人 仁至会 理事長）

座長：柳　務 （認知症介護研究・研修大府センター センター長）

座長：加知　輝彦 （認知症介護研究・研修大府センター 副センター長）

13：00〜13：10

14：40〜14：55

13：10〜14：40
（90分）

14：55〜15：35
（40分）

15：35〜16：15
（40分）

16：15〜16：20

開会挨拶

休　憩

基調講演
「認知症再考 ～もの忘れは記憶障害か？～」

講演1
「もの忘れクリニックから見えてくる
  認知症支援の課題」

講演2
「認知症ケアの現場から ～職場でのトレーニング～」

閉会挨拶

プ ロ グ ラ ム



1

谷向　知 氏
愛媛大学大学院医学系研究科
地域・高齢者看護学　教授

基調講演 13：10〜14：40

認知症再考 ～もの忘れは記憶障害か？～

座長：祖父江　逸郎 （社会福祉法人 仁至会　理事長）　

　　医学博士、精神保健指定医、認知症サポート医
　　日本老年精神医学会専門医・指導医

【略歴】
平成元年　大阪大学医学部　卒業
　　　　　大阪大学医学部附属病院神経科・精神科にて研修
平成2年　大阪大学大学院　医学研究科博士課程　入学
平成6年　大阪大学大学院　医学研究科博士課程　修了
　　　　　清風会茨木病院　勤務
平成9年　兵庫県立高齢者脳機能研究センター　臨床研究科　老年精神科医長
平成12年　国立療養所中部病院・長寿医療研究センター　精神科医師
平成15年   筑波大学臨床医学系精神医学　講師　
平成19年　愛媛大学大学院医学系研究科　脳とこころの医学　准教授
平成25年　愛媛大学医学部附属病院　認知症疾患医療センター　副センター長（兼務）
平成26年　愛媛大学大学院医学系研究科　地域・高齢者看護学講座　教授

【これまでの主な活動】
・国立療養所中部病院（現：国立長寿医療研究センター）でもの忘れ外来、精神科を立ち上げる
・日本認知症ケア学会にて石崎賞を 3 度受賞
・愛媛県で若年認知症の疫学調査を実施（平成 19 〜 20 年）
・高久史麿（日本医学会会長）、舛添要一（元厚生労働大臣）らと座談会（平成 24 年）
・認知症フォーラムで町亞聖さん、生島ヒロシさんらと共演（平成 24 年）
・NHK フォーラム認知症新時代でパネリストを務め、町永俊雄アナと共演（平成 25 年）
・坊っちゃん劇場シニア大学講座にて完熟『一期座』と共演（平成 25 年）
・教えて Dr 家族の健康で木佐彩子アナと共演（平成 26 年）
 

【所属学会など】
日本老年精神医学会（評議員、専門医、指導医）
日本認知症学会　（評議員）
日本認知症ケア学会（評議員）
日本うつ病学会（評議員）
日本神経精神学会（理事、専門医、指導医）
日本高次脳機能障害学会　　など

谷向 知 （たにむかい さとし）

プロフィール



“認知症”再考

愛媛大学大学院医学系研究科 地域・高齢者看護学講座

愛媛大学医学部附属病院 認知症疾患医療センター

谷向 知

第 回 大府ｾﾝﾀｰ認知症フォーラム

～もの忘れは記憶障害か？～

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

アルツハイマー型認知症
（ 歳、男性）

健常者
（ 歳、女性）

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

以上

女性

男性

年齢別にみた認知症の割合
（％）

厚生労働省研究班発表，

高齢者人口 万人！後期高齢者 万人
（ 年 月、総務省）

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

認知症は老化現象である？

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

（平成 年 月 日 読売新聞）

（平成 年 月 日 朝日新聞） 

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

（平成21年3月20日 読売新聞） 
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愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

・ 認知機能障害 ⇒ 生活障害を重視した診断

・ 早期治療 ⇒ 早期対応

・ 病院 施設 ⇒ 自宅 地域で生活

・ 本人 ⇒ 家族を含めた支援強化

パラダイムシフトが起きている！

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

（平成 年 月 日 日本経済新聞）

 
年 

認知症有病率が 
一定の場合の 
将来推計 

認知症有病率が 
上昇する場合の 
将来推計 

2012年 462万人 
（15.0％） 

2015年 517万人 
（15.7％） 

525万人 
（16.0%） 

2020年 602万人 
（17.2%） 

631万人 
（18.0%） 

2025年 675万人 
(19.0%) 

730万人 
（20.6%） 

2030年 744万人 
（20.8%） 

830万人 
（23.2%） 

2040年 802万人 
（21.4%） 

935万人 
（25.4%） 

2050年 797万人 
（21.8%） 

1016万人 
（27.8%） 

2060年 850万人 
（25.3％） 

1154万人 
(34.3%) 

二宮利治 「認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」 速報値 

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

若年認知症の有病率 （人口 万人対有病率）
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愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

認知症対策を国家戦略に！

認知症サミット日本後継イベント

我が国では、高齢者の４人に１人が認知症又はその予備群と言われ
ています。このような方々を、支えられる側と考えるだけでなく、御本人
に寄り添い、認知症とともにより良く生きていただけるよう支援していく
こと、これは安倍内閣の目指す、何度でもチャレンジできる社会であり
ます。できる限り早い段階から医療・介護の専門職がチームとなって
支援 
そこで、私は本日ここで、我が国の認知症施策を加速するための新
たな戦略を策定するよう、厚生労働大臣に指示をいたします。我が国
では、２０１２年に認知症施策推進５か年計画を策定し、医療・介護等
の基盤整備を進めてきましたが、新たな戦略は、厚生労働省だけでな
く、政府一丸となって生活全体を支えるよう取り組むものとします。 
我が国では、認知症の病態解明を進め、予防や治療の研究開発に
つなげるため、住民を対象とする追跡研究を全国に展開する予定で
す。これを基に、各国の取組と連携し、更に高い次元の成果を目指し
ます。 
地域の人が正しい知識と理解を持って認知症の方や御家族を手助
けできるよう、認知症サポーターの養成を進めています。 
 平成 年 月 日；東京

Not so late !! 

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

【基本的な考え方】

認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で
自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指す。

認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）
（平成27年1月27日；厚生労働省） 

① 認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進

② 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供

③ 若年性認知症施策の強化

④ 認知症の人の介護者への支援

⑤ 認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進

⑥ 認知症の予防法、診断法、リハビリテーションモデル、

介護モデル等の研究開発及びその成果の普及の促進

⑦ 認知症の人や家族の視点の重視

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

標準的な認知症ケアパスの作成・普及

早期発見・早期対応

地域での生活を支える医療サービスの構築

地域での生活を支える介護サービスの構築

地域での日常生活・家族の支援強化

若年認知症施策の強化

医療・介護サービスを担う人材の育成

認知症施策推進 カ年計画（オレンジプラン）
（平成24年9月5日； 
労健局高齢者支援課 認知症・虐待防止対策推進室） 
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愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

【本人】

・ 何も困っていない

・ もの忘れがあって

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

認知機能正常 初期の認知症 ｐ値

毎日の活動力や周囲に対する関
心が低下したと 思いますか？
【はい】

無気力

２２．２％ ５４．３％

外出したり何か新しいことをする
よりも家にいたいと思いますか？
【はい】

外出しない

４４．４％ ７９．２％

何よりもまずもの忘れが気になり
ますか？ 【はい】

物忘れ

５９．３％ ８８．０％

自分が活気にあふれていると思い
ますか？ 【いいえ】

無価値感

２２．２％ ６４．０％

【 】は、それぞれの項目に対する回答 （谷向 知，2006） 

認知症になれば、病気の自覚がなくなるというが･･･

自分で「物忘れ」の訴えをする人は大丈夫！というのは、

うそ！

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

『もの忘れ』は記憶障害か？

～“もの忘れ”再考～

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

認知機能とは？

・ 記憶する

・ 判断する

・ 言葉や生活用品を正しく認識する

・ 言葉や生活用品を円滑に使用する

・ 物事を計画し手順に従って行う

忘れる

認知機能が低下すると・・・

できない

できない

えない

状況がわからない

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

認知機能とは？

・ 記憶する

・ 判断する

・ 言葉や生活用品を正しく認識する

・ 言葉や生活用品を円滑に使用する

・ 物事を計画し手順に従って行う

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

認知症の診療でみられる診察の様子

“どんなことに困ってますか？”

【本人】

・ 何も困っていない

・ もの忘れがあって

【家族】

・ よく忘れる
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愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

【家族】

・ よく忘れる

・ 忘れて同じことを何度もたずねる／する。

・ 電気を消し忘れる。

・ 集合場所を忘れる。

・ 料理を忘れる。

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

電気を消し忘れる

・ 最後に、電気をつけたまま退室

⇒ 電気を消してきたかどうか憶えがない

（エピソード記憶障害）

⇒ スイッチの操作がわからない

（失行）

⇒ 人に指摘されて、「あっ、忘れてた！」

（注意障害）

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

①

③

食事を途中でやめてしまう

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

・ さっき訊いた（した）自覚がなく、また繰り返す

⇒ 自分のしたことを忘れる

（エピソード記憶障害）

・ 繰り返し訊ねて（して）いることは自覚している

⇒ 不安、強迫

言われていることが理解しにくい

耳が遠い

相手（聞き手）の問題

忘れて同じことを何度もたずねる／する

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

・ 車で買い物に行って戻ってこられない。

・ 買い物先のトイレに行って戻ってこない。

⇒ 先に歩いて家に帰っていた

（エピソード記憶障害）

⇒ 駐車場にとめたのは憶えているが、

どの場所だったか迷う

見え方、位置関係がわかりづらい

（視空間認知障害）

忘れて戻ってこられない

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

半側空間無視
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愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

料理を忘れる

・ 晩酌のときにいろいろなあてを作ってくれていたのに
最近は枝豆ばっかり

・ この２ヵ月、豆腐の味噌汁しか出てこない

⇒ きのう、何を作ったか憶えていない

（エピソード記憶障害）

⇒ 何を作っていいのか思いつかない

（実行機能障害）

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

実行機能（遂行機能）

・ 目的を持った活動を有効に行うのに必要な機能

・ 目的のある行為が実際にどのように行われるか

（Lezak，1982）

人が社会的，自立的，創造的な活動を行うのに非常に重要

１． 目標をきめる
 

２． 計画をたてる
 

３． 目標に向かって計画を実際に行う

４． 効果的に行動を行うこと  

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

• 買物に行くたび同じものを買ってくる。
• 財布に小銭が多くなってきた。

岩本俊彦、羽生春夫、桜井博文：治療89（11）：2987, 2007 

高

低

日
常
生
活
の
能
力

時 間 

中等度 やや高度 高 度

• 季節にあった服を自分で選んで着られない。
• ひとりで買物ができない。

• 服が正しく着られない。
• ひとりで入浴できない。

アルツハイマー型認知症でみられる生活障害

• 歩けない。
• 会話ができない。
• 食べられない

軽度

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

実行機能とは？

・ 案内を見て、「聴きに行きたい！」

↓（目標設定）

・ 申し込みがいる？申し込もう！

↓ （実際に行う）

・ どうやって行こう？

お昼はどうしよう？

↓ （計画を立てる）

・ それでは、何時に家を出る？

↓ （効率を考える）

・ 開始時間に合わせて無事到着

～この場所に来るまでの経緯を振り返ってください～

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

従来

１ 病前と比較して記憶 および認知
機能が低下し、それが病歴および
臨床検査や神経心理検査の異常に
よって証明される

２ せん妄や主要な精神障害が否定

３． 日常・社会生活に支障をきたす

年 （ による）

１ 仕事や日常生活に支障

２ 以前と比べ、実行機能（

）が低下

３． せん妄や主要な精神障害が否定

４． 認知機能の低下の存在が、病歴と
客観的な認知機能検査で確認

５． ２領域以上の認知機能あるいは
行動異常が存在

新しい情報の記銘・記憶障害

論理的思考、実行機能、判断力の低下

視空間認知機能低下

失語

人格・行動・態度の変化

認知症の定義（診断基準）の見直し

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知
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愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

同じことを何度もきいてきて、もの忘れに
困っていると感じていない人は？

・ 自覚がないわけではない

・ もの忘れをサポートしてくれる、信頼のできる
ひとがそばにいる、ということ

・ 近時記憶障害に対して、完璧ではないにしろ
きちんと対応ができてる証！

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

自分がアルツハイマーと
いう病気になったことを
受け 入れるまでに 年
かかった。

その間，「自分は本当に
アルツハイマーなのか」、
「もし，本当であれば，
どうしてそうなったのか」と
考え続けました。

毎日毎日がやるせなく，
どうしようもない思いでした。

『加齢ではないの？』 と
慰め顔にいったら

『君はアルツハイマーが
どんなものか知らないから、
そんなに軽々しく言う』
と怒って。

元脳外科医のカミング･アウト
（週間医学界新聞 第2814号 平成21年1月19日） 

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

しかし、忘れることが
「困っていること」ではないのかもしれないが・・・

当事者にとって、忘れることは、
不安であり、恐怖を感じ、自己嫌悪
にさえ陥る！

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

そうはいっても記憶障害？！

～“もの忘れ”再々考～

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

もの忘れがあるのに、どうして困ってないのか？

・ 診察室では、困ったという体験自体を忘れて
しまっている

← たいしたこと／情動を揺さぶられる

ほどのことではない

・ 忘れても困っていない！

← 周囲に人にきくので何とかなっている

困っているのは、何度もきかれる家族！

7



愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

社会福祉資源の活用

（愛媛新聞 平成 年 月 日）

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

介護者の愚痴を聞く人がいれば、介護者は助かる！

要因 効果 
初診時年齢 なし 
性別 なし 
認知症の重症度 倍 
主介護者の同居 なし 
介護介助者 倍 
デイケア・デイサービス 倍 
ホームヘルパー なし 

 在宅介護の継続を困難にする要因

は入所のリスクを減らす有力な手段！

博野ら､

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

当事者（初期若年認知症）の声

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

当事者が望む主体的な生活の実現には？

・ 個人の生活体験に基づき形成された意欲・意志・
希望に関する部分は、ケアに反映されていない。

個人の生活体験 ⇐ 豊かな 想像

これからの人生 ⇐ 豊かな 創造

・ ソーシャルサポートネットワークが必要。

（ 情緒的、評価的、 手段的、情報的 支援 ）

（藤田和子さんのスライドより 一部改編） 

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

取り組みの新たな展開を

の対応

家族等介護者の負担感

介護の問題

本人と家族が
加害者と被害
者の関係に

中等度以降の認知症
本人と家族を
まとめて支援

初期の認知症

若年認知症

認知症対策の
転換を！ 

（藤田和子さんのスライドより 一部改編） 

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

認知症のひとが住み慣れたところで
生活をしていくということ
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愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

立場が変われば ～知識と気持ちは違う！～

歳代の夫（アルツハイマー型認知症）を介護する妻。

家族が協力しあい介護していたが、日中一人で過ごし、
用意していた昼食を食べないことがあり、通所サービス
の利用を検討。

妻は、介護専門職として働いていたが、いざ自分の夫
を通所させるとなると利用させる罪悪感が強く、大きな
決断が必要に。

「叱ったらいけない」ことはよくわかっているが、朝の
忙しいときに失禁され着替えに手間取っていると、
つい声を荒げしまう！

身内の介護と、専門職として他人の介護を行うのは全く別！

申し訳ないという気持ちがあれば、本人にも伝わっている。

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

介護者のうつ

以上

（ を用いて介護者の抑うつ度を調査

（野瀬ら ）

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

介護者の負担感（ ）・うつ（ ）と
認知症の人の精神症状・行動障害との関連

・ 認知症が軽度

介護負担感は、「興奮」

介護うつは、「幻視」、「興奮」

・ 認知症が中等度以上群

介護負担感は、「興奮」と「無為・無関心」

介護うつは、「無為・無関心」

・ 認知症の重症度により、介護者の抑うつに影響を
与える要因が変化してくる。

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

歳、アルツハイマー型認知症の母の介護をする長女

家族構成：

夫（養子）、実母（ ）、長男夫婦、孫（ 人）の

人暮らし

・ 年、ガスの消し忘れ、料理の味付けができなくなる。

認知症介護のことは、テレビや雑誌などでみて知って
いるつもりでしたが、いざ自分が当事者になると、それは
かなり厳しい。

・ 「早くして！」とせかすと、反発する。叱っちゃいけないと
わかりながら、こちらも声つい声を荒げてしまう。

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

認知症の重症度による介護者の孤独感

全くなし

時に感じる

いつも感じる

軽度認知症の介護家族 中～高度認知症の介護家族

（仲秋, 2004）

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

認知症の人とその家族と一緒に歩める街･･･

この街で
おばあちゃん､おじいちゃんに

なりたいですか？

桂 綾子 さん 作

松山市の“だから、ことば大募集”で
市長賞受賞作品 （ 年）
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愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知
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愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

認知症の方へのケアの心得

認知症にかかわる方の役割は、

“メガネ”

↓

患者の機能障害を鍛えるのではなく、

邪魔しないよう、支える（寄り添う）
ことによりＱＯＬをたかめる手助けをする

何よりもその人を「 」、
｢ 」こと

愛媛大学医学部附属病院認知症疾患医療センター 谷向 知

あなたが優しく接せられると安心できるように、

あなたの笑顔や優しい言葉があると家族の方
や介護をされる方は、とてもうれしく、がんばろう
という気持ちになれると思います。

恥ずかしがらずに、あなたの気持ちを行為や
言葉で表してください。

ご清聴ありがとうございましたK.S.さん【意味性認知症（ピック病）】の作品 
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阿部　祐士 氏
オレンジクリニック　院長

講演1 14：55〜15：35

座長：柳　務 （認知症介護研究・研修大府センター センター長）

【経歴】
平成 4 年　名古屋大学医学部卒業
平成 4 年　名古屋第二赤十字病院
平成 9 年　国立療養所中部病院（現：国立長寿医療研究センター）
平成12年　名古屋大学医学部附属病院
平成13年　国立長寿医療研究センター
平成17年　医療法人メドック健康クリニック 神経内科部長
　　　　　　「もの忘れ外来」開設
平成24年　同院 副院長
平成26年11月10日〜
　　　　　 オレンジクリニック開院

【資格・他】
医学博士
日本神経学会専門医・指導医
日本認知症学会専門医・指導医
日本内科学会総合内科専門医
愛知医科大学神経内科非常勤講師　「認知症」担当

阿部 祐士 （あべ ゆうじ）

プロフィール

もの忘れクリニックから見えてくる
認知症支援の課題
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生座本　磯美 氏
有限会社 ナチュラル・ライフ　代表取締役
静岡県認知症介護指導者

講演2 15：35〜16：15

座長：加知　輝彦 （認知症介護研究・研修大府センター 副センター長）

【資格】
・看護師
・介護支援専門員
・静岡県認知症介護指導者

【研修等】
・スウェーデンシルビア学校　認知症介護セミナー修了
・認知症介護指導者研修修了
・介護予防主任運動指導員養成講習修了

【経歴】
・聖隷学園浜松衛生短期大学　教員
・社会福祉法人慶成会　グループホーム花みずき　施設長
・全国認知症高齢者グループホーム協会理事
・有限会社ナチュラル・ライフ　代表取締役（現職）
・有限会社ナチュラルケア浜松　代表取締役（現職）
・有限会社ナチュラルケア中津川　代表取締役（現職）
・静岡県認知症高齢者グループホーム連絡協議会会長（現職）
・認知症介護指導者大府ネットワーク副代表（現職）
・静岡県認知症介護指導者会会長（現職）

【社会活動】
・静岡県総合計画審議会
・静岡県認知症対策施策推進会議
・静岡県身体拘束ゼロ作戦推進会議
・静岡県公安委員会

生座本 磯美 （おざもと いそみ）

プロフィール

認知症ケアの現場から
～職場でのトレーニング～



認知症ケアの現場から 
～職場でのトレーニング～ 

静岡県認知症介護指導者の会 
生座本 磯美 

認知症ケアをしていく上での課題 

・認知症の人の行動の意味が捉えられない 
・全体像をとらえることの難しさ 
・相手の立場に立ち、その人のニーズに応じたケアを 
提供する 
・BPSDへの対応が困難 
 

 
 

寄り添う 
見守る 

普通の暮らし 
質の高い介護 

 
 

日常的な介護現場での言語 
（抽象的な表現） どうすればできるのか？ 

 
（求められることの意味と行動の一致） 

・入居者一人ひとりに合ったケアが出来てい 
るのか。 
・心を捉える、声なき声を捉えることがケアを 
するうえで大切。 
・同じ目線で話す。 
・やさしい気持ちでの接し方や対応する。 
・行動を見守る。 
・一緒に寄り添うことが必要。 

年度 19 20 21 22 23 24 25 26 合計 

実践者 304 310 314 389 468 389 473 474 3,121  

実践 
リーダー 

19 17 57 58 49 23 47 43 313  

静岡県認知症介護実践研修 修了者 

※平成 年度～ 年度は受託研修として開催

平成 年度～ 指定研修実施機関として開催

福静岡県社会福祉協議会 静岡県社会福祉人材センター 研修課） 

介護施設に入社 

・オリエンテーション 
・すぐに現場で業務 
・特にフォローはない 

・オリエンテーション 
・先輩と短期間行動を共に 
・口頭で簡単な注意事項 
の説明 

・オリエンテーション 
・先輩と行動しながら注 
意事項の説明 
・定期的に評価を受ける 

・業務の作業化 
・日々の作業で疲弊 
・離職の危険増 

・時間の経過とともに業 
務に慣れる 
・仕事の達成感が得ら 
れにくい 

・比較的短時間で業務 
に慣れる 
・評価を受け、自信が持 
って、達成感を得られる 

※ 安全に生きる 
 

生命の維持 
 

基本的な生活 
 

安全な暮らし 

※ 気持ちよく過ごす 
 

１人ひとりの特性の理解 
・癖 
・身体機能 
・現在の生活能力  

※ その人らしさ 
 

楽しめる暮らし 
・想い 
・願い 
・生きがい 

認知症の人の支援のステップアップ 
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「よくやったね！」 ここが～なった、よくやったね！ 

「頑張ったね！」 いつも見ていたよ、～していた
ね！頑張ったね！ 

「できるように 
なったね！」 

以前は～だったけど、できるよ
うになったね！ 

評価し、ほめることが大切！ 
【抽象的な表現ではなく、具体的に伝える】 

※ 職場の課題 

・介護職員不足 
・研修での教育効果が浸透していかない 
・仕事満足度（達成感）の低さ 
・離職者の増加 
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社会福祉法人 仁至会
認知症介護研究・研修大府センター
〒474-0037 愛知県大府市半月町3丁目294番地
TEL 0562-44-5551　FAX 0562-44-5831
http://www.dcnet.gr.jp/

開催日時

場　　所

平成２７年３月１８日（水）

第10回 大府センター認知症フォーラム

認知症ケアの今後認知症ケアの今後

ウインクあいち（愛知県産業労働センター）
大ホール（２F）

１３：００～１６：３０ （開場１２：３０）

「認知症ケア専門士」単位認定講座（２単位）

第10回 大府センター認知症フォーラム

愛知県、名古屋市、大府市、国立長寿医療研究センター、長寿科学振興財団、あいち介護予防支援センター、
日本認知症ケア学会、認知症介護指導者大府ネットワーク、日本パーソン・センタード・ケア・ＤＣＭネットワーク、

中日新聞社、毎日新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、テレビ愛知、東海テレビ放送

社会福祉法人 仁至会　認知症介護研究・研修大府センター

後  援


